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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

　

淡
路
農
林
水
産
祭
が
一
月

十
五
日
、
伊
弉
諾
神
宮
（
淡
路

市
）
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
席
上

農
林
水
産
業
振
興
や
生
活
研
究

グ
ル
ー
プ
の
発
展
、
栽
培
技
術

の
向
上
な
ど
に
顕
著
な
功
績
が

あ
っ
た
方
々
に
賞
状
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。（
関
係
分
）

◆
兵
庫
県
自
治
賞

米
岡
清
一
さ
ん
（
阿
那
賀
）

　

米
岡
さ
ん
は
、
阿
那
賀
漁
協

組
合
長
と
し
て
、
わ
か
め
養
殖

に
必
要
な
活
性
炭
を
利
用
し
た

安
全
な
灰
づ
く
り
を
進
め
、
昨

年
に
は
利
用
可
能
な
灰
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
組
合
員
の

生
活
安
定
、
組
合
の
経
営
安
定

に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

丸
山
漁
協
と
阿
那
賀
漁
協
の
合

併
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

清
川
と
し
子
さ
ん
（
広
田
）

　

清
川
さ
ん
は
、
南
淡
路
生
活

研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
長

と
し
て
、
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ

お
め
で
と
う

福良地区交通対策委員会自転車に反射板を取り付けよう
　12月21日に福良で、自転車が巻き込まれた交通死亡事故が発生し、

昨年の市内での交通死亡事故が過去 10年間で最悪の 10件目を記録

しました。この非常事態を受け、福良地区交通対策委員会（芝壽浩委

員長）では12月 28日、福良八幡神社前で街頭呼びかけを行いました。

　役員ら 30人が往来する自転車を止め、自動車運転者から目立つよ

うにと、光を反射するステッカーを自転車に数枚貼り付け、交通安全

を呼びかけました。
▲反射板を自転車に取り付ける委員

間
の
相
互
交
流
や
営
農
・
生
活

技
術
向
上
の
た
め
の
研
修
会
を

開
き
、
ま
た
食
育
へ
の
取
り
組

み
を
地
域
に
広
げ
る
な
ど
、
地

域
農
業
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
て

い
ま
す
。

◆
淡
路
農
林
水
産

　
功
労
者
表
彰
（
敬
称
略
） 

【
農
業
】中
田
恵け
い
す
け典
（
榎
列
）、

　
　
　

東
根
博
茂
（
松
帆
）

【
漁
業
】橋
本　

覚
さ
と
る
（
灘
）

◆
農
林
水
産
物
等

　

コ
ン
ク
ー
ル
（
敬
称
略
）

【
果
樹
立
木
の
部
】
▽
金
賞
知

事
賞　

北
谷
孝
一
（
倭
文
）

【
野
菜
立た

ち
げ毛

の
部
】
▽
金
賞
知

事
賞　

豊
原
庄
二
（
志
知
）
▽

金
賞
議
長
賞　

椿
原
芳
郎
（
神

代
）
▽
銀
賞　

長
尾
文
夫
（
広

田
）
▽
銅
賞　

南
貫た

か
ひ
ろ博

（
賀
集
）

【
乳
質
改
善
の
部
】
▽
金
賞
知

事
賞　

川
井
健
次
（
湊
）
▽
銀

賞　

杉
本
勝
司
（
倭
文
）、
村

上
文
康
（
賀
集
）、木
田
有た
も
つ（
北

阿
万
）▽
銅
賞　

堀
部
浩
二（
八

木
）、
岡
本
和
幸
（
阿
万
）、
谷

田
収
作
（
志
知
）

【
水
産
加
工
品
（
の
り
）
の
部
】

▽
銅
賞  

湊
漁
業
協
同
組
合

（
三
共
水
産
）

【
暮
ら
し
の
ア
イ
デ
ア
展
の
部
】

▽
銀
賞　

谷
田
妃ひ

ろ

こ

露
子
（
福

良
）、
伊
吹
仁
美
（
松
帆
）
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南
あ
わ
じ
市
観
光
協
会
と
灘
黒
岩
自
治
会

灘
黒
岩
水
仙
郷
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ

さ
わ
や
か
ト
ー
ク
が
薫く

ん
と
う陶

の
里
で
開
か
れ
る

県
知
事
と
地
域
住
民
が
交
流

　

兵
庫
県
知
事
と
地
域
で
活
動
し

て
い
る
住
民
グ
ル
ー
プ
が
意
見
を

自
由
に
交
わ
し
、
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て
話
し
合
う
「
さ
わ
や
か

ト
ー
ク
」
が
、
十
二
月
十
五
日
、

倭
文
の
薫
陶
の
里
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
催
し
は
六
年
前
か
ら

行
っ
て
い
て
、
島
内
視
察
は
六
月

の
成
ケ
島
に
続
い
て
今
年
二
回
目

に
な
り
ま
す
。

　

当
日
、
井
戸
敏
三
知
事
は
玉
葱

苗
の
植
付
作
業
や
倭
文
中
学
校
生

徒
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
の
鑑
賞
、

施
設
見
学
、
自
家
製
ピ
ザ
試
食
を

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
こ
の
地
を
拠
点
に
地

域
づ
く
り
活
動
を
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
応
援
隊
（
北
谷

雅
良
理
事
長
）の
メ
ン
バ
ー
と「
農

業
を
通
し
て
の
都
市
と
農
村
の
交

流
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
自
由
な

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

▲和やかなうちに意見交換をする知事（奥中央）や参加者

▲来園者にプレゼントを手渡す水仙娘
　（水仙郷スペシャルデー）

　

淡
路
島
の
主
要
な
冬
の
観
光
名

所
で
あ
る
、
灘
黒
岩
水
仙
郷
の
Ｐ

Ｒ
を
行
お
う
と
、
一
月
十
二
日
、

灘
黒
岩
自
治
会
と
市
観
光
協
会

は
、「
灘
黒
岩
水
仙
郷
ス
ペ
シ
ャ

広報 

いぶし瓦板縁台を設置冷えた体を温かく
　南あわじ市商工会では、平成 17 年に旧西淡町商工会が

「JAPANブランド育成支援事業」 で製作した「いぶし瓦板縁

台」の試作品を、多くの方に利用してもらおうと、このほど

陸の港西淡の待合室に設置しました。

　この瓦板縁台は、座る部分に取り付けられた約 30㎝四方

のいぶし瓦に電気を通すことで、発熱や蓄熱、遠赤外線放射

などの特性を生かし、冷えた体を温かくしてくれます。
▲待合所に設置された縁台（陸の港西淡）

ル
デ
ー
」
を
開
催
。
入
園
者
先
着

三
百
人
に
、
か
す
り
の
衣
装
を
ま

と
っ
た
水
仙
娘
か
ら
水
仙
の
切
花

と
灘
特
産
の
み
か
ん
、
ふ
ぐ
鍋
の

振
る
舞
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
講
座

将
来
の
観
光
大
使
め
ざ
し

地
域
の
発
展
に
期
待

福
良
港
近
く
に
地
域
物
産
館
「
う
ず
し
お
広
場
」
オ
ー
プ
ン

　

こ
の
ほ
ど
福
良
港
近
く
に
、
地

元
の
材
料
を
使
っ
た
食
品
や
特
産

品
を
販
売
す
る
地
域
物
産
館
が
、

オ
ー
プ
ン
。
十
二
月
二
十
二
日
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
く
す
玉
割
な
ど

を
し
て
祝
い
ま
し
た
。

　

同
物
産
館
は
、
福
良
港
で
う
ず

し
お
観
潮
船
を
運
営
す
る
ジ
ョ
イ

ポ
ー
ト
南
淡
路
が
、
地
域
の
活
性

化
を
図
ろ
う
と
設
置
。
会
社
の
倉

庫
を
改
修
し
た
館
内
に
は
、
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
店
、
ケ
ー
キ
店
、
練

り
物
店
、
産
直
市
場
の
四
店
舗
が

入
っ
て
営
業
。
無
料
駐
車
場
も
併

設
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
日
、
オ
ー
プ
ン
に
あ

わ
せ
て
公
募
し
て
い
た
愛
称
が

「
う
ず
し
お
広
場
」
に
決
ま
り
、

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

▲くす玉でオープンを祝う関係者

▲講師の話を熱心に聞く受講生

農
林
水
産
業
振
興

の
功
績
者
に
表
彰

　

南
あ
わ
じ
市
の
良
さ
を
観
光
客

に
伝
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

を
養
成
し
よ
う
と
、
同
市
観
光
協

会
は
「
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
養
成
講
座
」
を
一
月
九
日
、
南

淡
公
民
館
で
開
き
、
市
内
か
ら
応

募
が
あ
っ
た
二
十
五
人
の
方
が
受

講
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
講
者
は
こ
れ
か
ら
三
月
ま
で

計
六
回
の
講
座
で
、
沼
島
や
お
の

こ
ろ
島
神
社
に
つ
い
て
の
講
話
を

中
心
に
現
地
視
察
や
、
接
遇
な
ど

を
交
え
て
学
び
ま
す
。

　

開
講
式
で
、
野
上
春
男
観
光
協

会
会
長
は
「
南
淡
路
は
観
光
名
所

の
宝
庫
。
受
講
後
も
観
光
大
使
と

し
て
皆
さ
ん
の
力
を
お
貸
し
く
だ

さ
い
」
と
挨
拶
。
こ
の
後
、
中
田

眞
一
郎
商
工
観
光
課
長
か
ら
市
の

観
光
事
情
を
説
明
、「
地
元
の
人

が
こ
こ
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
感

じ
な
け
れ
ば
人
は
来
な
い
。
そ
の

良
さ
を
伝
え
る
の
が
観
光
ガ
イ
ド

で
す
」と
述
べ
ま
し
た
。
最
後
に
、

ひ
ょ
う
ご
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
の
矢

島
正
枝
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
接
客
の
基
本
な
ど
に
つ

い
て
講
演
。
講
座
生
は
、
熱
心
に

受
講
し
て
い
ま
し
た
。

　

観
光
客
は
、
予
期
せ
ぬ
温
か
い

も
て
な
し
に
、喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
観
光
協
会
で
は
、
一

月
十
六
日
、
大
阪
の
阪
神
梅
田
駅

と
Ｊ
Ｒ
三
宮
駅
で
水
仙
の
切
花

一
万
本
を
配
布
し
、
水
仙
郷
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。
場
内
は
、
水
仙
の

甘
い
香
り
に
包
ま
れ
、
大
勢
の
通

行
人
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
み
に
は
、
多
数

の
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
ら
も
取
材
に

訪
れ
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
を

通
じ
て
、
広
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
水
仙
郷
は
、
例
年
よ
り

開
花
が
遅
く
、
二
月
末
頃
ま
で
楽

し
め
ま
す
。
入
園
料
は
大
人
五
百

円
、
小
中
学
生
三
百
円
。
福
良
な

な
い
ろ
館
前
か
ら
直
行
バ
ス
も
運

行
し
て
い
ま
す
。

問
灘
黒
岩
水
仙
郷
☎
56
・
０
７
２
１

▲大阪の阪神梅田駅で水仙の切花を手渡す水仙娘


